
Ｈ．２５．１２．８

分科会「第２回タンゴの魅力」（アルゼンチンタンゴサン 三者三様） 山本 一成

１．初期のタンゴを聴いて頂きます。
(ヴァイオリン・ピアノ・フルートの編成)
・「ＰＡＭＰＡ」（Ｆ．Ｐｒａｃａｎｉｃｏ） フェレール・フィリポット楽団 ３：０５

1918年録音

２．バンドネオンが大きくタンゴの性質を大きく変えた。
（ヴァイオリン・バンドネオン・ピアノの編成）
・「Ｄｅ Ｖｕｅｌｔａ Ｙ Ｍｅｄｉａ」 デドアルド・アローラス楽団 ３：１９

1918年録音

３．しかしヴァイオリンもタンゴの魅力、バンドネオンだけが主役ではない。
ドナート＝セリージョ楽団を紹介いたします。 １９２０から１９３０年録音

・「Ｌａ Ｃｕｍｐａｒｓｉｔａ」 3:58
・「Ｓｅｇｕｉ ｎｏ Ｔｅ Ｔａｒde」 3:00
・「Ｚａｆａ ｄｅ Ｌａ Ｍａｒrazon」 2:53

４．タンゴは編曲の妙。
タンゴでは、作曲者の作ったメロディーは大切にされるものの、 演奏する楽
団の編曲により、新たな旋律や副旋律がつけられたり、変奏がつけられたりす
ることが当然のようになっています。

「バンドネオンの嘆き」を例に挙げ、３楽団の演奏を紹介いたします。

・ドミンゴ・フェデリコ楽団 3:44
・ファン・ダリエンソ楽団 2：30
・アニバル・トロイロ楽団 2:39

キューバのハバネラが起源

スペインの作曲家（ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ・ｲﾗﾃﾞｨｴｰﾙ）
によりヨーロッパに「ハバネラ」が紹介される。

アルゼンチンへ輸入：
ダンス・クバーナと呼ばれていた。

アルゼンチンのタンゴが
ヨーロッパに進出

ヨーロッパで一大ブーム

コンチネンタル・タンゴが生ま
れる（ハバネラに近い曲風）

１９２０～１９３０
コンチネンタル・タンゴ全盛時代

大正末期から昭和の初期に日本へ輸入

次第に土地の色を染め、テンポも速く、
メロディーもアルゼンチン風になり
「ミロンガ」という舞曲に変化

カンドンベが作用

タンゴが生まれる（１８７５頃）

アルゼンチン内で発展、スタイ
ルが確立する

ダンス音楽から歌曲へ発展

１９世紀中頃）

（１９１０頃）

（～１９２０頃）

（同じ１９世紀中頃）

（１８６０－１８７０頃）

（～１９１４頃まで）

・前回のおさらい
＜タンゴの歴史概略図＞


